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代表  秋山  智代 さん
　　　　　　　　　　（玉造町）

親子で楽しめる場所を情報発信していく。

市
内
で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
っ

て
意
外
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？  
子
連
れ

で
ど
こ
に
行
こ
う
か
困
っ
て
い
る
方
は

多
い
は
ず
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
12
人
の
会
員
が
、

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
市
内
の
場

所
を
実
際
に
訪
れ
、
体
験
し
た
こ
と
を

手
作
り
の
会
報
「
ひ
こ
う
き
雲
」
で
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
親
子

で
楽
し
め
る
場
所
や
育
児
に
関
す
る

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
も
、
な
か

な
か
知
る
機
会
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

お
母
さ
ん
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
家

に
こ
も
り
切
り
に
な
ら
ず
、
も
っ
と
ま

ち
に
繰
り
出
し
、
親
子
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
「
ひ
こ
う

き
雲
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

問 ☎

会長  久保木 由美子 さん
　　　　　　　　　　　　（亀作町）

中舘  和人 さん
　　　　　　　（下利員町）

育児への参加は家族のコミュニケーション。

２
人
の
子
を
持
つ
会
社
員
で
す
。

会
社
か
ら
早
く
帰
宅
し
た
と
き
は
、

子
ど
も
と
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
、
寝

る
と
き
は
本
を
読
み
な
が
ら
寝
か
し
つ

け
ま
す
。
自
宅
に
い
る
と
き
は
、
積
極

的
に
子
ど
も
に
関
わ
り
、
子
ど
も
の
目

線
に
な
っ
て
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
褒
め

方
と
叱
り
方
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

育
児
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
っ
て
い
ま
す
よ
。

男
性
の
育
児
参
加
は
、
妻
の
育
児

の
負
担
を
減
ら
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
同

時
に
、
家
族
の
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ママ友の輪を広げ、子どもと触れ合える時間を。

世
矢
公
民
館
を
利
用
し
た
活
動
を
始

め
て
14
年
目
。
子
育
て
の
先
輩
で
も
あ

る
楽
し
い
先
生
と
、
親
子
で
体
を
動
か

し
た
り
、
簡
単
な
工
作
や
遠
足
、
水
遊

び
、
運
動
会
、
お
誕
生
会
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
は
幼
稚
園
に
入
る
前
ま
で
の
子

ど
も
を
持
つ
方
で
、
就
園
に
向
け
て
子

ど
も
を
団
体
生
活
に
慣
れ
さ
せ
る
目
的

の
ほ
か
、
育
児
の
相
談
や
情
報
交
換
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

家
で
は
家
事
な
ど
で
忙
し
く
、
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
が
な
か
な
か
と
れ

な
い
も
の
。
こ
ぐ
ま
の
会
で
マ
マ
友
の

輪
を
広
げ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
、
子
ど
も
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問 ☎

特  集　子どもを安心して育てられるまちへ

子育て調査隊  ひこうき雲

保育サークル  こぐまの会

会社員・イクメンの代表

【イクメンとは？】

こ
ん
な
に
あ
り
ま
す

　
　
　

市
の
子
育
て
支
援

―
 

経
済
面
か
ら
支
援 ―

■
第
３
子
以
降
児
の
保
育
料
を
無
料
化

　

 

保
育
園
や
市
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
第

3
子
以
降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
を
無

料
化
し
て
い
ま
す
。
問
子
ど
も
福
祉
課（
内

線
１
４
６
）
／
教
育
総
務
課
（
内
線
５
６
２
）

■
０
歳
〜
中
学
３
年
生
の
医
療
費
を
助
成

　

 

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
で

受
診
し
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

問 

保
険
年
金
課（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

■
乳
児
の
お
む
つ
購
入
費
を
助
成

　

 

乳
児
１
人
あ
た
り
2
万
円
を
限
度
に
助

成
し
ま
す
。
問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
４
６
）

■ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
を
減
額

　

 

利
用
者
の
自
宅
で
産
前
産
後
の
お
世

話
、
子
ど
も
の
一
時
保
育
な
ど
、
１
時
間

４
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。
問
社
会
福
祉

協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

ほ

の
ぼ
の
お
お
た
（
☎
72
‐
４
５
７
４
）

■ 

不
妊
治
療
費
を
助
成

　

 

１
回
10
万
円
を
限
度
に
年
度
内
２
回
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
（
通
算
５
年
間
）。

＊ 

県
の
助
成
（
１
回
15
万
円
限
度
）
も

合
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 

問 

健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
73
‐
１
２
１
２
）

■
妊
婦
一
般
健
康
診
査
料
を
助
成

　

 

最
大
14
回
、
一
部
公
費
負
担
に
よ
り
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
73
‐
１
２
１
２
）
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黒澤  貴子 さん
　　　　　　  （白羽町）

褒め方や叱り方など、一人でも多くの方に伝えたい。

小
・
中
学
校
を
回
り
、
先
生
や
地
域

の
人
と
、
不
登
校
や
子
ど
も
の
家
庭
環

境
と
い
っ
た
問
題
や
相
談
、
改
善
策
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
誰
に
相
談
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
ず
に
、
一
人
で
悩
ん

で
い
る
と
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
児
童
虐
待

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
思
い

で
、
私
た
ち
児
童
委
員
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

私
は
ま
ず
「
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
何

年
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
す
。
誰
も
最

初
か
ら
親
と
し
て
完
璧
な
人
は
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
が
日
々
成
長
す
る
よ
う
に
、

親
と
し
て
も
日
々
成
長
し
て
い
く
も
の

だ
と
、
相
談
者
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
。

だ
か
ら
、
深
く
悩
ま
ず
に
気
を
楽
に

し
て
子
育
て
を
し
て
欲
し
い
。
上
手
な

子
ど
も
の
褒
め
方
や
叱
り
方
な
ど
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。

（左から）潮田　葉子 保健師
　  　富田　晶子 保健師
　　  佐々木英里 保健師

家族みんなを支援していくのも大切な役目。

お
宅
を
訪
問
し
た
り
、
各
種
健
診
・

教
室
な
ど
を
開
催
し
て
、
妊
娠
か
ら
出

産
、
子
育
て
の
時
期
に
合
わ
せ
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
放
射
能
に
よ
る
身
体
の
影
響

の
相
談
を
多
く
受
け
ま
す
ね
。
そ
の
他
、

不
安
に
思
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
子
育
て
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
訪
問
指
導
や
ウ
エ
ル
カ
ム
赤

ち
ゃ
ん
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
育
児

の
中
心
と
な
る
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
旦
那
さ
ん
な
ど
家
族
み
ん
な
を
支

援
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
保
健
師
の
大

切
な
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【例えばこんな支援事業】

○ ウエルカム赤ちゃん教室 
（赤ちゃんを迎えるママ・
パパのために）

○こんにちは赤ちゃん訪問

○乳幼児健康相談

○乳幼児訪問指導

○すてっぷ教室

○ママ・ほっとタイム

いろいろな人の育児をサポートしていく。

利
用
者
の
自
宅
で
の
子
ど
も
の
一
時

保
育
や
、
保
育
園
・
小
学
校
・
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
送
迎
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
お
子
さ
ん
が
次
第
に
慣

れ
て
き
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
様
々
な
講
座
や
教
室
に
通
う

た
め
に
、
最
初
は
心
細
く
子
ど
も
を
預

け
て
い
く
お
母
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
同

士
で
交
流
の
輪
を
広
げ
、
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
子
ど
も
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ

て
く
る
。
そ
ん
な
顔
を
見
る
の
も
嬉
し

い
。
や
は
り
、
育
児
を
す
る
上
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
ん
で
す
。

育
児
を
し
な
が
ら
、
働
く
方
、
地

域
活
動
す
る
方
、
趣
味
を
す
る
方
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

方
々
の
子
育
て
を
、
私
た
ち
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

社会福祉協議会
ファミリー・サポート・センター
「ほのぼのおおた」協力会員

島田  芳枝 さん　野沢加代子 さん
　　　  　　　（山下町）　　　　　　  　 （幡町）

☎

民生委員児童委員

ファミリー・サポート・センター

健康づくり推進課

―
 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 ―

■
公
立
保
育
園
の
保
育
時
間
を
延
長

○
愛
保
育
園
（
午
前
7
時
〜
午
後
7
時
）　

○ 

木
崎
・
金
砂
郷
保
育
園
（
午
前
7
時
30
分

〜
午
後
6
時
30
分
）

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
を
延
長

　

 

平
日
の
預
か
り
時
間
を
、
午
後
６
時
30
分

ま
で
30
分
延
長
し
、
さ
ら
に
土
曜
日
も
午

前
8
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
開
設
し
て
い

ま
す
。
問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
６
１
）

―
 

地
域
の
子
育
て
・
交
流
支
援 ―

■
子
育
て
を
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
る
広
場

　

 

子
育
て
経
験
者
の
方
や
お
母
さ
ん
た
ち
と

の
交
流
・
情
報
交
換
な
ど

○ 

水
府
保
健
セ
ン
タ
ー
／
毎
月
第
２
・
第
４

水
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午

○ 

里
美
保
健
セ
ン
タ
ー
／
毎
月
第
１
・
第
３

木
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午

　

問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
６
１
）

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

保
育
園
の
支
援
室
や
園
庭
の
開
放
、
育
児

相
談
、
出
前
保
育
な
ど

○ 

愛
保
育
園
／
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す

／
さ
と
み
保
育
園

■
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催

　

小
学
校
17
校
で
週
１
〜
２
回
開
催

■
マ
マ
・
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

  　

 

図
書
に
よ
る
妊
娠
・
育
児
の
情
報
提
供
、

読
み
聞
か
せ
、
情
報
交
換
な
ど　

　

問
図
書
館
（
☎
72
‐
５
５
５
５
）
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子
育
て
家
庭
応
援
情
報
誌
「
や
ま
ぶ
き

キ
ッ
ズ
！
」
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総

合
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
な
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

○ 

妊
娠
時
か
ら
出
産
、
乳
幼
児
期
、
保
育

園
や
幼
稚
園
の
入
園
、
小
・
中
学
校
の

入
学
時
な
ど
、
成
長
過
程
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
や
必
要
な
手
続
き
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

○ 

病
気
や
け
が
、
子
育
て
や
家
庭
内
で
悩

ん
だ
と
き
に
相
談
で
き
る
機
関
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

コ
コ
を
ク
リ
ッ
ク
！

→

→
家
庭
児
童
相
談
室

家
庭
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
基
盤
で
あ

り
、
人
格
形
成
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
す
。

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
専
門
の
相
談
員

が
、
し
つ
け
、
適
性
、
養
育
、
非
行
、
性
格

な
ど
、
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
養
育
に
関

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

育
児
な
ど
で
困
っ
た
と
き
に
は

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を

 【やまぶきキッズ！配布場所】
市役所本庁１階ロビー、子ども福祉課、各支所、各保健センター、各
保育園・子育て支援センター、教育総務課、各幼稚園、生涯学習セン
ター、各公民館、各図書館、各社会福祉協議会、各医療機関など

子育て情報やまぶきキッズ！は、市ホー
ムページからもご覧になれます。

市ホームページに専用ページを掲載

行
政
と
地
域
、
ま
ち
全
体
で

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
え
て
い
ま
す
。

　　

  

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
常
陸
太
田
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
常
陸
太
田
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

ま
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー　

日
立
児
童
分
室
（
児
童

相
談
所　

☎
０
２
９
４

‐
22
‐
０
２
９
４
）

子
育
て
に
関
す
る
相
談
全
般
、

児
童
心
理
判
定
員
に
よ
る
面

接
、
助
言
な
ど

各
地
域
の
民
生
委
員
児

童
委
員

福
祉
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

向
け
た
情
報
提
供
、
助
言
・

援
助
な
ど

健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
73
‐
１
２
１
２
）

妊
娠
・
出
産
、
育
児
相
談
、

予
防
接
種
や
健
康
診
査
、
心

理
相
談
員
や
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
子
育
て
相
談

教
育
委
員
会
指
導
室

（
☎
内
線
５
６
１
）

就
学
（
前
）
相
談
、
特
別
支

援
学
校
や
特
別
支
援
学
級
と

の
連
絡
調
整
な
ど

青
少
年
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
☎
72
‐
８
８
８
８
）

し
つ
け
、
非
行
、
友
人
関
係
、

そ
の
他
学
校
外
活
動
な
ど
に

関
す
る
各
種
相
談

い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
☎
０
２
９
３

‐
22
‐
０
２
９
３
／
24

時
間
受
付
）

子
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
り
、
子
育

て
に
困
っ
た
り
、
虐
待
し
そ

う
に
な
っ
た
ら
連
絡
を

子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
子
ど
も
専
用
電

話
相
談　

☎
０
２
９
‐

２
２
１
‐
８
１
８
１
）

い
じ
め
や
不
登
校
、
友
人
関

係
の
悩
み
、
社
会
や
家
庭
、

学
校
生
活
に
対
す
る
不
満
な

ど

＊ 

そ
の
他
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
１
冊
に
子
育
て
情
報
が
満
載

 「
や
ま
ぶ
き
キ
ッ
ズ
！
」
を
上
手
に
利
用
し
よ
う

家庭相談員

豊田 洋子 さん　冨永 正壽 さん

 【
家
庭
児
童
相
談
室
】
月
〜
金  

午
前
9

時
〜
午
後
4
時
（
市
役
所
本
庁
1
階　

子
ど
も
福
祉
課
内  

☎
内
線
１
６
１
）

特  集　子どもを安心して育てられるまちへ
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今
年
も　
　
　
　
　
　
　

   

常
陸
太
田
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
た
め
、
全
国
各
地
で

「
風
評
被
害
で
モ
ノ
が
売
れ
な
い
」
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

本
市
の
安
全
で
安
心
な
美
味
し
い
お
米
を
多
く
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
、
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
で
美
味
し
い

米
を
作
る
た
め
に
。

米を考える会会長

　大畠 勝正 さん（三才町）

本
市
の
米
は
、
昔
か
ら
最
高
ラ
ン
ク
の

「
特
Ａ
」
の
評
価
を
得
る
ほ
ど
、
品
質
の
高

い
の
が
自
慢
で
す
。

安
全
・
安
心
な
米
を
作
る
た
め
、
種
子

消
毒
を
温お
ん
ゆ湯

で
行
い
、
堆
肥
を
多
く
使
い
、

減
農
薬
で
育
て
て
い
ま
す
。

粒
が
大
き
く
香
り
高
く
艶
や
か
で
、
美
味

し
い
米
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
会

員
み
ん
な
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
美
味
し
い
常
陸
太
田
の
米
を
、

ぜ
ひ
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
シ
リ
ー
ズ
﹈
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！  

が
ん
ば
ろ
う
常
陸
太
田
！　

②

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

「「  

米米  

」」

玄
米
の
調
査
結
果

国
・
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
・
集
荷

業
者
な
ど
が
連
携
し
て
、
８
月

18
日
に
粟
原
・
島
・
中
利
員
町

の
３
カ
所
で
採
取
し
た
玄
米
の

放
射
性
物
質
（
ヨ
ウ
素
・
セ
シ

ウ
ム
）
の
予
備
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

９
月
10
日
に
は
市
内
20
カ
所

で
採
取
し
た
玄
米
に
つ
い
て
の

本
調
査
を
行
い
、
９
月
15
日
頃

に
結
果
が
出
る
予
定
で
す
。

米
の
放
射
性
物
質
を
調
査
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。

さ
ら
に
市
で
は
、
８
月
26
・

29
日
に
、
機
初
・
郡
戸
・
染
和

田
・
小
里
地
区
で
「
も
み
」
の

放
射
性
物
質
を
測
定
し
、
次
の

と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

も
み 

（
８
月
26
・
29
日
採
取
）

放
射
性
セ
シ
ウ

ム
（
暫
定
規
制
値

５
０
０
ベ
ク
レ
ル
／

kg
以
下
）

検
出
せ
ず

＊ 

「
検
出
せ
ず
」
と
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
存
在
し
な
い
か
、
検
出

限
界
値
（
検
出
で
き
る
最
小
の
値
）

未
満
の
こ
と
で
す
。

８
月
21
日
、
県
が
東
京
都
中

央
区
銀
座
に
開
い
た
「
黄
門
マ

ル
シ
ェ
〜
い
ば
ら
き
農
園
〜
」

で
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず

ほ
、
市
が
連
携
し
て
本
市
の
ぶ

ど
う
・
梨
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

黄
門
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
ぶ
ど
う
・

梨
の
試
食
・
販
売
や
、
安
全
性
を

Ｐ
Ｒ
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
。
震
災

に
よ
る
風
評
被
害
に
よ
り
販
売

の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

都
市
部
の
方
々
に
本
市
の
特
産

物
の
美
味
し
さ
や
安
全
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
黄
門
マ
ル
シ
ェ
」
で 

ぶ
ど
う
・
梨
を
Ｐ
Ｒ

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
継
続

的
に
農
産
物
の
測
定
調
査
を
行
い
、

公
表
し
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施

米
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
市
で
は
市
内
店
舗
の
協
力

を
得
て
電
光
掲
示
板
を
利
用
し

て
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
の
ぼ
り
旗
の
作
成
や
、

市
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
米
を
販

売
す
る
な
ど
、
本
市
の
米
の
安

全
性
や
魅
力
に
つ
い
て
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

「「  

米米  

」」
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✿おめでとうございます

太田二高　なぎなた部
会沢 麻祐 さん 第 66回国民体育大会に出場

太田二高 山岳部
第 55回関東高等学校登山大会に出場

関東大会に出場
太田一高　定時制卓球
庄司  美穂 さん　佐々木竜也 さん　

全国大会で活躍

全国高等学校定時制通信制体育大会に出場

○庄司さん
「県大会３位で出場権を得て、
初めて出場しました。１回戦
３‐１、２回戦、２‐３でした。
負けた試合も納得のいく試合
ができたと思っています。全
国大会という大きな大会に参
加して貴重な経験ができまし
た」

○佐々木さん
「昨年に続いて出場しました。
１回戦３‐０、２回戦３‐２、
３回戦２‐３で惜しくも３回
戦で負けてしまいました。昨
年の結果以上を目標として
臨みましたが、昨年と同じで、
残念でした。来年こそはもっ
と上位を目指したいと思いま
す」

県
で
は
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
農
業
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や

地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
に
活
躍
し
て

も
ら
う
農
業
者
の
方
々
を
、
農
業
経
営

士
・
女
性
農
業
士
・
青
年
農
業
士
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

７
月
15
日
に
水
戸
市
の
県
市
町
村
会

館
で
、
平
成
23
年
度
の
農
業
経
営
士
の

認
定
式
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
本

多
孝
文
さ
ん
（
馬
場
町
）
が
橋
本
昌
県

知
事
よ
り
認
定
証
書
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。本

多
さ
ん
は
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
・
販

売
に
携
わ
っ
て
25
年
、
巨
峰
を
中
心
に
、

常
陸
青
龍
な
ど
の
品
種
を
栽
培
。「
農

業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
て
光
栄
で
す
。

農
業
に
携
わ
る
方
々
の
見
本
と
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
、

本
多
さ
ん
は
力
強
く
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

農
業
経
営
士
と
し
て
本
多

孝
文
さ
ん
が
新
た
に
認
定

大久保市長に農業経営士に認定され
たことを報告する本多孝文さん㊨
本市の現在活躍している農業経営士
として本多さんは 7人目となる

「10月の山口国体に、県代表チームの団体戦の大将として出場します。この大会が高校最後の試合。
今までの大会では引き分けや判定が多かったので、最後は『一本』を取って勝ちにいきます。
P.S.中学生の皆さん、二高に入学したらぜひなぎなた部へ！」

○リーダーの和田さん
「今年の関東登山大会は、山梨県で 9月 30日から 10月 2日に
開催され、編笠山（2523.7ｍ）に登ります。北アルプスで夏合
宿もしたので、体力がついてきました。頑張って登頂を目指し
ます」

全国大会に出場

（左から）山下 莉奈 さん、柴田 千夏 さん、圷 なつみ さん、
　　　 小玉 涼香 さん、和田 里紗 さん、阿内 爽香 さん
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今
月
は
瑞
龍
町

今月は瑞龍町一

町会でしたので、

来月は瑞龍町二

町会に寄り道し

ます。

瑞龍町熊ノ堂地区には、樹齢 300～ 400年の
銀杏の巨木があります。
高さ約 30m、幹周り 5.7mですが、地上 1.3m
の計測ポイントのあたりが最も細く、そこから上
に向かってだんだん太くなっていきます。
また、大小 30数本ある乳根と、直径 1m以上
の枝が四方八方に広がっていく様はとても雄大で
す。数十年前、この辺りの人は黄色く色づいた銀
杏の葉を目安に、稲刈りを始めたそうです。

紹介者紹介者　
瑞龍町
深津 澄世 さん

源
もとさかけ

栄家の大銀
いちょう

杏

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

7月 27日、和田町で 50年ぶ
りに御不動尊夜祭が行われました。
町会役員が中心となって復活させ
たこのお祭りには、地元の皆さん
の笑顔と工夫があふれていました。
竹で作った流しそうめん、子ど

も太鼓、綿あめ、かき氷、民話の
お話会など、手作り感がいっぱい。
夕暮れ時には多くのあんどんに灯
がともされ幽玄な雰囲気に。最後
には参加者みんなで花火を楽しみ
ました。

8月 2日、にほんの里 100選に選ばれた持方集落で文化や自然
環境を学ぶため、太田一高・太田二高・佐竹高による三校合同の
自然体験学習が行われました。
集落にある白木山ハイキングコースを巡り、エコミュージアム
推進委員の桐原弘さんの説明を受け、珍しい植物などを観察しな
がら、植物や樹木に名前のプレートを取り付けました。昼食は地
域の方と一緒に交流を深め、午後は環境保全活動を行いました。

この大銀杏は、源栄さんのお宅の敷地内にあるのですが、水戸徳川家の
墓所でもある瑞龍山への山道沿いに位置しています。

8月 10日町田町会では、エ
コミュージアム活動で地域資源
の魅力を見つけ出す「お宝さが
し」の成果発表会を、鹿島神社
の祭事に合わせて行いました。
各班から魅力ある地域資源の

報告がされた後、焼き鳥、焼き
そば、かき氷、くじ引きなど盛
りだくさんの「納涼夜店」が行
われ、地域の方々でにぎわいま
した。
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平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

ひたちおおたの

R
ル リ エ

elierは、市観光物産協会のサイクリングコース作成に協力させていた
だきました。

コースは常陸太田駅を出発して、小沢町～内田町～小目町を経由して常

陸太田駅に戻る ｢梨園コース ｣と鯨ヶ丘を登り馬場町～増井町を経由して

常陸太田駅に戻る ｢ぶどう園 ｣コースの２つ！　私たちは梨園コースを実

際に回って選定しました。何度も何度もコースをぐるぐる回り、目印とな

るポイントを探したり、どの道を通ると景色が良いかなど考えました！

また、パンフレットには、梨・ぶどうの ｢美味しい理由 ｣や、JA茨城
みずほ梨部会・ぶどう部会名簿も掲載 (^^)自転車は常陸太田駅の観光案内
センター (73-1700)でレンタルできます！ (4時間 200円 )電動アシス
ト付きで坂道も楽々♪　サイクリングを通じて、のんびり常陸太田の歴史

や自然に触れながら、旬の味も楽しんでください (●´д` ●)

つながりぼんつながりぼん　～ 地域おこし協力隊の活動報告 ～つながりぼん

ペットボトルで巨木
の実物大モニュメン
トを制作中じゃ！

10
月
29
日
土
〜
30
日
日
に
本
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
24
回 

巨
木
を
語
ろ
う
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
茨
城
・
常
陸
太
田
大
会
」
に

向
け
て
、
太
田
一
高
、
太
田
二
高
、
佐
竹

高
の
美
術
部
が
中
心
と
な
り
、
３
校
合
同

で
「
真
弓
神
社
の
爺
杉
の
実
物
大
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
の
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お

る
ぞ
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
幹
周
り
が
10
・
４

ｍ
、
根
元
が
15
・
４
ｍ
も
あ
る
、
茨
城
県

内
最
大
級
の
杉
を
作
る
と
い
う
、
と
ん
で

も
な
く
で
っ
か
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ん
じ
ゃ
！

材
料
と
な
る
「
５
０
０
ml
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
が
大
量
に
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
高
校
生
た
ち

は
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
集
め

回
っ
て
お
る
。

完
成
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
パ
ル
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

く
る
の
じ
ゃ
ぞ
。

問 

文
化
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室
（
内
線

５
４
１
）
／
郷
土
資
料
館
（
☎
72
‐
３
２
０
１
）

県指定天然記念物

真弓神社の爺杉
根囲 15.4m／幹周り 10.4m
／樹高  約 45m／推定樹齢  
約 940年
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８
月
は
夏
祭
り
の
季
節
。
が
ん
ば
っ
て
ま
す
常
陸
太
田
夏
祭
り
や

竜
神
峡
灯
ろ
う
ま
つ
り
、
さ
と
み
夏
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
各
地
域

で
趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
鯨
ケ
丘
（
東
一
・
二
・
三

町
）
と
山
吹
運
動
公
園
で
２
日
間

（
８
月
14
日
・
15
日
）
開
催
し
て

い
た
祭
り
を
、
今
年
は
震
災
の
影

響
か
ら
鯨
ケ
丘
で
１
日
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
テ
ー
マ
は
「
常
陸
太
田

の
底
力
」。
歩
行
者
天
国
に
な
っ

た
会
場
で
、
市
民
神
輿
や
天
神
ば

や
し
太
鼓
、
久
自
楽
舞
、
盆
踊
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
大

勢
の
観
客
を
魅
了
し
、
震
災
の
暗

い
ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
す
、
ま
ち

の
元
気
と
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
っ
た

祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
中
・
高
校
生
約

１
４
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
て
祭
り
の
運
営
に
協
力
。

ウ
チ
ワ
の
販
売
な
ど
に
よ
っ
て

得
た
協
賛
金
は
運
営
費
用
に
充
て

ら
れ
、
そ
の
一
部
は
震
災
復
旧
の

た
め
の
義
援
金
と
し
て
、
市
に
寄

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
が
ん
ば
っ
ぺ
茨
城
！ 

が
ん

ば
っ
ぺ
常
陸
太
田
！
」
を
合
言
葉

に
、
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
創
作

灯
ろ
う
、
被
災
地
復
興
灯
ろ
う
な

ど
５
０
０
基
の
灯
ろ
う
と
竹
灯
り

が
、
竜
神
峡
の
夜
を
演
出
。

訪
れ
た
人
々
は
、
大
吊
橋
を
渡

り
な
が
ら
幻
想
的
な
景
色
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
常
陸
太
田
夏
祭
り

夏
祭
り
盛
大
に
開
催

夏
祭
り
盛
大
に
開
催

①

②③

①

②

③

10

竜
神
峡
灯
ろ
う
ま
つ
り

﹇
８
月
５
〜
７
日
﹈

﹇
８
月
14
日
﹈

④
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さ
と
み
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ

ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
地
元
里
美

華か
す
い
れ
ん

翠
連
や
里
美
太
鼓
会
の
演

奏
・
ア
ジ
ュ
ワ
ー
ル
ド
や
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
竜
馬
な
ど
コ

ン
サ
ー
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。

最
後
の
締
め
く
く
り
に
花

火
が
行
わ
れ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。 さ

と
み
夏
ま
つ
り

﹇
８
月
13
日
﹈

＊ 今回は一部の地域を掲載しましたが、他にも三才町、天神林町、瑞龍町、茅根町、大平町、小島町、
下利員町などで夏祭りが開催されました。

11

各
地
で
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
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子どもたちが 100㎞の道のりを５日間かけて歩く
「久慈の杜 100㎞徒歩の旅（㈳常陸太田青年会議
所主催）」が８月７～ 11日に開催されました。
徒歩の旅には小学生４～６年生 52人、学生ボラ
ンティア 26人、社会人ボランティア 3人が参加。
全国的にも猛暑の日が続く今年、市役所を出発し

た参加者は、常陸大宮市、大子町の２市１町を暑

さに耐え、沿道からの声援を受けながらひたすら

歩き続けました。

100㎞徒歩の旅

汗と涙の 5日間
Hitachiota Hitachiomiya Daigo

H
itach

io
ta

今年で 4回目となった徒歩の旅
常陸太田青年会議所（鈴木康之理事長）

が中心となり「まちづくり市民提案事業」

の採択を受けて行われた徒歩の旅は、今年

で 4回目。子どもたちに「助け合いの心」
や「忍耐力」を身に付けてもらおうと、4
泊 5日の日程で 100kmを歩きぬきます。
初日 7日の結団式では、大久保市長が「一
日一日を大切に元気に歩いてほしい」と激

励。市役所天神ばやし保存会の太鼓が鳴り

響く中、保護者など大勢の方々が「頑張

れー！」と、子どもたちを送り出しました。

中止が検討されるも開催を決定

今年は、東日本大震災の影響で中止も検

討されたものの、市民からの開催を望むた

くさんの声により開催を決定しました。し

かし、震災の影響で準備が例年より遅れ、

学生ボランティアの募集状況から、78人
の応募があった子どもたちのうち、約 7割
程度しか受け入れることができない状況で

の開催となりました。

　稲田昌孝団長は「今年も旅が開催できて

本当に良かった。これも、いろいろな方々

の協力のおかげです。5日間の旅の中で子
どもたちは成長し、『やればできる』とい

う自信を持ってくれたことと思います」と

嬉しそうに話してくれました。

汗と涙の 5日間汗と涙の 5日間

感動のゴ
ール！

感動のゴ
ール！

常陸太田市役所常陸太田市役所

常陸大宮市常陸大宮市

大子町大子町

水府海洋センター水府海洋センター

常陸太田市役所常陸太田市役所

8/7  
8/7  21㎞

21㎞

8/8  8/8  23㎞23㎞

8/9  8/9  26.5㎞26.5㎞

8/10  
8/10  19.4㎞19.4㎞

8/11  8/11  14.9㎞14.9㎞

Hitachiota Hitachiomiya Daigo
H
itach

io
ta

Hitachiota Hitachiomiya Daigo
H
itach

io
ta

Hitachiota Hitachiomiya Daigo
H
itach

io
ta

スタート！スタート！

河内小河内小



13

広報協力員の

突撃！取材現場レポート

レ突 ポ！
太古のロマンを求めて
― はたそめ探訪 ―

【レポーター】

機初地区広報協力員　大金　博  さん

大 金 協 力 員

今
回
は
機
初
公
民
館
（
塙
博
道
館
長
）
主

催
の
「
は
た
そ
め
探
訪
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
は
た
そ
め
探
訪
」
は
、
今
年
初
の
実
施
で
、

機
初
地
区
に
は
地
域
の
人
も
知
ら
な
い
地
域

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
み

ん
な
で
再
発
見
し
て
い
こ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

第
１
回
は
、
長
谷
町
の
茂
宮
川
上
流
で
確

認
さ
れ
た
日
本
最
古
の
地
層
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
、
6
月
19
日
に
「
常
陸
太
田
市
〜
日
立

地
域
に
お
け
る
地
層
分
布
」
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
日
本
鉱
業
で
鉱
床
探
査
を
担

当
し
て
い
た
高
貫
町
の
田
所
洸
夫
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
、
長
谷
町
周
辺
の
「
西に
し
ど
う
ひ
ら

堂
平
層
」

や
、
長
谷
林
道
〜
高
貫
林
道
周
辺
の
地
質
な

ど
の
詳
し
い
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
31
日
の
第
２
回
で
は
実
際
に
地
層

の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
田
所
洸
夫

さ
ん
の
案
内
の
も
と
、
参
加
者
は
茂
宮
川

沿
い
の
長
谷
林
道
を
歩
き
な
が
ら
、
約

5
億
１
１
０
０
万
年
前
の
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
の

地
層
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

年
４
回
開
催
す
る
予
定
で
、
第
３
回
が

「
長な
が
は
た
べ

幡
部
神
社
と
機
織
り
に
つ
い
て
」、
第
４

回
が
「
機
初
の
歴
史
（
幡
山
古
墳
に
つ
い
て
）」

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
来
年
度
は
、
三
才
町
、
西
宮
町
、
田

渡
町
、
長
谷
町
、
高
貫
町
の
歴
史
に
つ
い
て

探
訪
予
定
で
す
。

はたそめ探訪講師

田 所 洸 夫 さ ん

里←→まち交流掲示板里←→まち交流掲示板

市
民
交
流
団
が
牛
久
市
・
秋
田
市
・
仙
北

市
を
訪
問

７
月
30
日
、
姉
妹
都
市
の
牛
久
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
30
回
う
し
く
か
っ
ぱ

祭
り
」に
、本
市
の
市
民
交
流
団（
１
０
５

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

牛
久
市
と
の
交
流
は
合
併
前
の
水

府
村
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

交
流
団
の
参
加
者
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
た
後
、「
河
童
ば

や
し
」
の
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
ま

た
、
今
年
は
天け
が
の
わ
か
し
ゅ
う

下
野
和
華
衆
が
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
」
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
大
声
を
出
し
な
が
ら
踊
っ
て
気
持
ち

良
い
汗
を
か
い
た
」「
地
元
の
方
と
も
お

話
が
で
き
た
」
な
ど
、
祭
り
を
存
分
に

楽
し
ん
だ
参
加
者
。
踊
り
を
通
じ
て
市

民
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
市
で
は
、
ぶ
ど
う
・
梨
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
本
市
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
て
き
ま
し
た
。

８
月
３
〜
５
日
、「
佐
竹
氏
」
を
縁

と
し
た
秋
田
市
・
仙
北
市
と
の
連
携
交

流
の
一
環
と
し
て
、
本
市
の
市
民
交
流

団
（
27
人
）
が
両
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

秋
田
市
の
天
徳
寺
や
久
保
田
城
址
、

仙
北
市
の
角
館
武
家
屋
敷
な
ど
を
見
学

し
、
夜
に
は
秋
田
竿
灯
の
迫
力
に
参
加

者
は
み
な
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

仙
北
市
長
や
久
保
田
城
址
歴
史
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
懇
談
を
行
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

「
温
か
な
歓
迎
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
両
市
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
常
陸
太

田
市
民
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
た
」
な

ど
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
さ
ら
な
る
友

好
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

河童ばやしを楽しく踊る市民交流団の
皆さん

秋田竿灯祭り㊨と久保田城址を歴史案内ボラ
ンティアの案内で見学する参加者

人
と
歴
史
が
結
ぶ
交
流
の
絆―

里まち交流券

常陸太田→牛久・秋
田・仙北

７月 30日、８月３～５日
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奥日立きららの里

日立市

常陸太田市

高鈴山

開通区間

河内小

中里地区 本山トンネル本山トンネル本山トンネル

ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

本
市
で
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
に
観
客
が
沸
い
た

広
域
農
道
が
開
通

整
備
が
進
む
県
北
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」
で
紹
介

本
市
の
美
味
し
い
ぶ
ど
う
が
今
年
も
旬
！

式典でのテープカットの様子

８
月
20
〜
22
日
、
本
市
で
国
民

体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
、

成
年
男
子
・
女
子
、
少
年
男
子
・

女
子
の
部
に
お
い
て
、
関
東
８
都

県
の
代
表
32
チ
ー
ム
が
、
山
吹
運

動
公
園
野
球
場
ほ
か
４
カ
所
で
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を
展
開
。
茨
城

県
チ
ー
ム
も
各
会
場
で
地
元
の
大

き
な
声
援
を
受
け
て
健
闘
し
ま
し

た
。成

年
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
の

は
、
２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
の
上
野
由
岐

子
選
手
を
擁
す
る
群
馬
県
チ
ー
ム
。

上
野
選
手
の
世
界
レ
ベ
ル
の
速
球

が
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
園
プ
レ
オ
ー
プ
ン

８
月
10
日
、
増
井
町
の
ぶ

ど
う
園
で
、
タ
レ
ン
ト
の
磯

山
さ
や
か
さ
ん
が
テ
レ
ビ
企

画
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

撮
影
は
、
い
ば
ら
き
大
使

の
磯
山
さ
ん
が
、
県
内
の
観

光
地
や
特
産
品
な
ど
を
紹
介

す
る
「
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」

の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

巨
峰
の
紹
介
や
ワ
イ
ン
を
実

際
に
試
飲
。

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
全
国
に

本
市
の
情
報
を
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

＊ 

「
旬
刊
！
い
ば
ら
き
」
は
毎
週

金
曜
日
の
午
前
10
時
50
分
頃
か

ら
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
ち
い
散
歩
」

内
で
放
送
。
こ
の
撮
影
は
９
月

２
日
放
送
済
み
（
予
定
）

８
月
１
日
、
町
屋
町
に

お
い
て
、
県
北
東
部
地
区

広
域
農
道
（
町
屋
町
〜
日

立
市
入
四
間
町
区
間
）
の

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
し
た
の
は
約
４
・
７

㎞
の
区
間
で
、
最
も
高
い

地
点
は
標
高
３
１
４
ｍ
。

清
ら
か
な
里
川
の
流
れ
や

遠
く
の
山
々
を
一
望
で
き

ま
す
。
今
後
の
県
北
地
域

の
観
光
振
興
な
ど
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

9
月
1
日
の
露
地
ぶ
ど
う

園
の
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、

8
月
20
日
に
太
田
進
徳
幼
稚

園
の
園
児
を
招
き
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

招
か
れ
た
園
児
た
ち
は
、

お
い
し
い
ぶ
ど
う
の
見
分
け

方
を
教
え
て
も
ら
い
、
ハ
ウ

ス
の
中
へ
。「
こ
っ
ち
の
ほ

う
が
大
き
い
よ
」「
色
が
濃

い
ね
」
な
ど
と
真
剣
に
選
び

な
が
ら
、
親
子
で
ぶ
ど
う
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

採
っ
た
ぶ
ど
う
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、園
児
た
ち
は
「
甘

く
て
お
い
し
い
」
と
夢
中
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。
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浄
化
槽
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

保
守
点
検
と
清
掃
を
定
期
的
に
行

う
と
と
も
に
、
毎
年
１
回
の
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
性
能
が
良
い
浄
化
槽

で
も
適
切
な
管
理
を
し
な
い
と
能

力
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず

に
点
検
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
保
守
点
検
】

○ 
浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や

タ
イ
マ
ー
な
ど
の
点
検
調
査
を

行
い
ま
す
。

○ 

消
毒
剤
を
定
期
的
に
補
充
し
、

放
流
先
が
不
衛
生
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

○ 

10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽

の
場
合
、
年
３
〜
４
回
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○ 

県
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点
検

業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査

【
清
掃
】

○ 

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
な

ど
を
抜
き
取
り
ま
す
。

○ 

年
に
１
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方

式
は
６
カ
月
に
１
回
以
上
）
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○ 

市
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

【
法
定
検
査
】

○ 

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が

き
ち
ん
と
行
わ
れ
、
き
れ
い
な

水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を
検

査
し
ま
す
。

○ 

最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使

い
始
め
て
か
ら
３
〜
８
カ
月
以

内
に
行
い
、
そ
の
後
は
毎
年
１

回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
検
査
は
有
料
で
す
）。

○ 

茨
城
県
で
は
県
指
定
検
査
機
関

で
あ
る
㈳
茨
城
県
水
質
保
全
協

会
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
☎
０
２
９
‐
２
９
１
‐

４
０
０
４
）

◆ 

水
に
溶
け
な
い
紙
類
は
、
詰
ま

る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

強
い
洗
剤
を
た
く
さ
ん
使
う
と

浄
化
槽
内
の
微
生
物
が
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
の
で
、
洗
剤
は
少

な
め
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

◆ 

野
菜
く
ず
や
て
ん
ぷ
ら
油
は
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
浄
化
槽

で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

◆ 

空
気
を
送
ら
な
い
と
浄
化
槽
内

の
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
の
で
、ブ
ロ
ワ
ー
（
送
風
機
）

の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

問 

下
水
道
課
業
務
係
（
☎
内
線

５
２
１
）

こ
ん
な
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

ト
ロ
ッ
コ
風
列
車
と
夏
物
語
２
０
１
１

新
常
陸
太
田
駅
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

8
月
24
日
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅

に
ト
ロ
ッ
コ
風ふ

う

列
車
「
ハ
ッ
ス
ル

黄
門
号
」
が
停
車
し
ま
し
た
。
新

駅
舎
完
成
を
記
念
し
て
市
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
㈱
が
企
画
し
た
も
の

で
、太
田
一
・
二
高
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
、「
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
」

が
乗
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
「
常
陸
太
田
駅
夏
物
語

２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
山
下
町
の
有
志
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
多
く
の
出
店
や
子
ど

も
広
場
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ス

テ
ー
ジ
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

山
下
町
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
出

店
を
は
じ
め
、
常
陸
太
田
大
使
竜

馬
さ
ん
の
餃
子
や
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
「
常
陸
こ
ま
り
」
が
特

別
出
品
。

「
常
陸
こ
ま
り
」
は
市
の
特
産

物
の
そ
ば
な
ど
を
材
料
に
独
自
に

考
案
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
。
用
意

し
た
２
０
０
食
は
す
ぐ
に
完
売
し
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

〜
10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
〜

 

定
期
的
な
浄
化
槽
の
点
検
と
清
掃
を
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117 ･ 118）

満額　
788,900円

年金に関する問い合わせ　　水戸北年金事務所 国民年金課 ☎ 029-231-2381

Ｑ  
今
年
で
20
歳
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金

に
加
入
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

す
か
？

Ａ  

年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民

年
金
被
保
険
者
加
入
届
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
方
は
、

併
せ
て
印
鑑
と
学
生
証
等
（
写
し
可
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。
１
カ
月
後
に
、

ま
た
別
の
会
社
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
す

か
？

Ａ  

必
要
で
す
。
仕
事
を
辞
め
た
り
、
雇
用

形
態
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
を
や
め
た
と
き
は
、
短
い
期

間
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
へ
加
入
が

必
要
で
す
の
で
、
国
民
年
金
の
資
格
取

得
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
保
険
料
を
合
わ

せ
て
25
年
間
納
め
た
の
で
、
年
金
を
受

け
取
る
資
格
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
保

険
料
は
納
め
な
く
て
も
よ
い
で
す
か
？

Ａ  

す
で
に
年
金
を
受
け
取
る
資
格
が
あ
る

人
で
も
、
60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
は
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
加
入
可
能
期
間
が
40
年

の
人
で
25
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、

受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ  

将
来
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
年
金
額

が
知
り
た
い
の
で
す
が
？

Ａ  

50
歳
か
ら
は
年
金
見
込
額
試
算
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

○ 

電
話
で
申
し
込
む
場
合　

水
戸
北
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
２
）

　

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合　

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
夫
（
妻
）

が
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
何
か
手
続
き

が
必
要
で
す
か
？

Ａ  

必
要
で
す
。
配
偶
者
が
定
年
退
職
し
て
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
方
は
、
60
歳
ま
で
は
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健
康

保
険
に
任
意
加
入
（
特
例
退
職
）
し
て

い
て
も
、
国
民
年
金
の
被
扶
養
者
（
３

号
被
保
険
者
）
か
ら
、
ご
自
身
で
年
金

＊ 
市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
、
各

支
所
市
民
生
活
課
保
険
福
祉
係
（
各
提

出
書
類
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所

の
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

保
険
料
を
納
め
る
１
号
被
保
険
者
へ
の

種
別
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

25年
40年

受け取れる金額
（年額）

493,100円

×

＝

Ｑ  

わ
た
し
は
今
年
で
65
歳
に
な
り
ま
す
。
す

で
に
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
が
、

国
民
年
金
の
請
求
に
は
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
で
す
か
？

Ａ  

65
歳
の
誕
生
月
に
、「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
す
れ
ば
、
国
民
年
金
分
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

○ 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
と
も
ま
っ
た
く

請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
い
た
年
金
の

種
類

手
続
き
先

厚
生
年
金
、
ま
た
は
３

号
被
扶
養
者
期
間
が
１

カ
月
で
も
あ
る
場
合

水
戸
北
年
金

事
務
所

国
民
年
金
だ
け
の
場
合

市
役
所
窓
口

○ 

被
災
に
伴
い
、
住
宅
・
家
財
・
そ
の

他
の
財
産
に
つ
い
て
、
概
ね
２
分
の

１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
方
を
対
象

と
す
る
、
平
成
22
年
度
の
全
額
免
除

申
請
受
付
期
間
が
、
７
月
末
日
か
ら
、

平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
免
除
を
ご
希
望
の
方
で
、

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

次
の
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

被
災
を
理
由
と
す
る
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
受
付
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
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天
下
野
５
区
老
友
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
（
代
表　

増
子
義
髙
さ
ん　

96

歳
）高

齢
者
の
愛
好
家
が
多
い
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
市
内
最

高
齢
の
チ
ー
ム
が
創
立
か
ら
30
年
以
上

を
誇
る
天
下
野
５
区
老
友
会
で
す
。
主

将
の
増
子
さ
ん
に
健
康
に
長
生
き
を
す

る
秘
訣
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
健
康
長
寿
の
秘
訣
は
『
く
よ
く
よ
し

な
い
で
の
ん
き
に
生
き
る
』
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
や
っ
て
１
年

を
と
お
し
て
毎
週
２
回
集
ま
り
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
汗
を
か
き
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
の
が
一
番
の
秘
訣
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

メ
ン
バ
ー
は
半
分
以
上
が
90
歳
を
越

え
て
い
ま
す
が
元
気
に
生
活
を
し
、
現

役
で
試
合
に
も
出
て
い
ま
す
。
そ
の
中

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Health and
 Sports 

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

９
月
28
日
水
で
す

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
、

楽
し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹

運
動
公
園
市
民
体
育
館
内
☎
73
‐
０
０
９
０

／
FAX 

73
‐
１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）

で
も
最
高
齢
の
長
嶋
す
ぎ
の
さ
ん
は
今
年

で
も
う
98
歳
な
の
に
腰
も
曲
が
ら
ず
、
自

分
の
こ
と
は
な
ん
で
も
自
分
で
で
き
、
試

合
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
大
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。

運
動
と
友
達
づ
き
あ
い
、
ど
ち
ら
も
健

康
長
寿
に
は
欠
か
せ
な
い
よ
う
で
す
。

私
の
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
よ
る
健
康
法
紹
介

 

何
歳
に
な
っ
て
も
み
ん
な
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

氏
名
（
住
所
）

氏
名
（
住
所
）

常陸太田地区

秋
野　

倉
造
（
中
城
町
）

金砂郷地区

綿
引　

益
満
（
中
野
町
）

大
森　

眞
一
（
栄
町
）

海
老
根
敬
司
（
竹
合
町
）

塩
原　

恵
子
（
西
宮
町
）

高
柿　
　

静
（
中
利
員
町
）

橘　
　

正
成
（
高
貫
町
）

富
田　

正
一
（
上
利
員
町
）

川
崎　

久
栄
（
堅
磐
町
）

菊
池　

敏
雄（
上
宮
河
内
町
）

大
内　

忠
一
（
藤
田
町
）

水府地区

會
澤
富
士
子
（
松
平
町
）

小
林
む
つ
子
（
藤
田
町
）

茅
根　
　

栄
（
和
田
町
）

野
内　

康
二
（
磯
部
町
）

助
川　

武
志
（
町
田
町
）

篠
原
三
九
兒
（
谷
河
原
町
）

大
高　

美
香
（
中
染
町
）

石
川　

重
文
（
新
宿
町
）

松
本　

好
江
（
天
下
野
町
）

菱
沼　

哲
朗
（
増
井
町
）

豊
田　
　

明
（
天
下
野
町
）

椎
名　

鈴
子
（
瑞
龍
町
）

堀
江　

晴
海
（
下
高
倉
町
）

小
田
部
啓
子
（
白
羽
町
）

益
子　

富
夫
（
上
高
倉
町
）

後
藤　

義
則
（
白
羽
町
）

里美地区

木
村　

正
男
（
小
妻
町
）

田
辺　

正
敏
（
真
弓
町
）

佐
藤　

信
照
（
小
中
町
）

平
山　

洋
子
（
町
屋
町
）

鈴
木　

靖
則
（
小
中
町
）

後
藤　

一
人
（
西
河
内
上
町
）

井
上　

英
行
（
大
中
町
）

金砂郷地区

石
井
東
海
男
（
久
米
町
）

斎
藤　

展
宏
（
折
橋
町
）

田
村　
　

隆
（
大
里
町
）

小
室　

利
幸
（
大
菅
町
）

小
林　

俊
夫
（
新
地
町
）

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

紹
介
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、「
誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
新
た
に
し
た
い
方
や
楽
し
み
た
い
方

な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
活
動
し
、
さ
ら
に
は
、
巡
回

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
歩
け
歩
け
大
会
な
ど
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
何
で
も
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
23
・
24
年
度 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問 スポーツ振興課スポーツ振興係（山吹運動公園市民体育館内☎ 73‐0090／ FAX 73‐1230 月曜・祝日は休）
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IInfornformmationation

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
７
月
29
日
〜
８
月
29

日
受
入
分　

順
不
同
、
敬
称
略
）

　
《
団
体
・
法
人
》

常
陸
太
田
市
地
区
町
会
長
協
議
会

連
合
会　

８
万
３
千
円
／
瑞
竜
白

鷺
会　

４
万
６
９
０
０
円
／
河
内

公
民
館　

１
万
８
１
２
７
円
／

徳
長
会　

１
万
７
５
０
０
円
／
佐

竹
南
台
自
治
会　

４
万
５
３
７

円
／
小
島
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
実

行
委
員
会　

４
万
４
７
７
円
／

中
野
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

１
万
円
／
下
利
員
町
大
成
会　

２
万
８
７
１
２
円
／
㈳
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
茨
城
県
支
部

第
31
団　

３
万
９
０
９
９
円
／
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会　

30
万
円

／
㈱
ナ
リ
ス
化
粧
品　

ナ
リ
ス

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
タ
ジ
オD

eI'm

日

立
南　

１
万
円
／
県
政
と
の
絆

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど

か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
風
評
被
害
対

策
の
た
め
、
店
舗
の
電
光
掲
示
板
で
農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

を
守
る
会　

15
万
８
５
０
０
円
／

筑
波
銀
行　

20
万
円
／
シ
ダ
ッ

ク
ス
㈱　

５
万
円
／
秋
田
県
仙

北
市　

15
万
９
１
５
１
円
／
石

川
県
輪
島
市　

20
万
円
／
大
震

災
支
援
ス
ペ
シ
ャ
ル
「CARPE 

D
IEM

〜
今
日
の
日
を
大
切
に
〜
」

　

９
万
５
９
４
０
円
／D

avid 
M

yers &
 David M

yers Group

　

１
７
５
万
４
２
０
９
円

匿
名
の
方
３
件  

60
万
２
４
３
８
円

義
援
金
累
計　

３
千
５
２
０
万
１
１
２
０
円

◇ 

ぶ
ど
う
・
梨 

Ｐ
Ｒ
活
動
電

光
掲
示
板
協
力

（
敬
称
略
）

大
谷
畳
店
／
㈲
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー
ト

／
く
る
ま
館
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
／
森
山
自

動
車
整
備
販
売
／
㈲
青
木
自
動
車

工
場
／
ラ
ー
メ
ン
武
蔵
／
ら
ぁ
麺

や
コ
ン
ト
／
温
泉
旅
館  

宝
来
館

「
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
」へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。
寄
附

金
は
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
平
成
23
年
分
（
７
月
受
入
）

匿
名
の
方
（
常
陸
太
田
市
）　

２
万
円
／
使
途
の
指
定
な
し

【
相
談
事
例
】

親
の
留
守
中
に
、
中
学
生
の
息

子
が
友
達
と
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
入
り
、
年
齢
確
認
で

「
20
歳
以
上
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
た

ら
登
録
完
了
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
３
日
以
内
に
９
万
９
千
円
支
払

う
よ
う
に
」
と
の
請
求
画
面
が
貼

り
付
い
て
消
え
な
い
。
パ
ソ
コ
ン

を
強
制
終
了
さ
せ
て
か
ら
再
起
動

し
て
も
請
求
画
面
が
現
れ
て
し
ま

う
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
画

面
が
表
示
さ
れ
消
え
な
い
」
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
に
、
大
人
だ
け
で
な

く
子
ど
も
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。請

求
画
面
を
閉
じ
て
も
繰
り
返

し
表
示
さ
れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を

再
起
動
し
て
も
請
求
画
面
が
現
れ

た
り
す
る
現
象
は
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

安
易
に
「
は
い
」「
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」

な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
を

行
っ
た
り
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。 ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
は

常
に
最
新
の
状
態
に
保
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
パ
ソ
コ

ン
を
使
う
家
庭
で
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
導
入
も
効
果
的

で
す
。 

請
求
画
面
の
削
除
に
は
（
独
）

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.ipa.go.jp/security/

topics/alert20080909.htm
l

）

が
参
考
に
な
り
ま
す
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の

　
　
　
　
　
　

請
求
画
面
が
消
え
な
い
！
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まちの話題をお寄せください。

情報政策課（内線 303・304） まちの話題 my town news 

7月 23・24日、河内公民館で河内地区趣味の作品展示
会が開催されました。

公民館内には、地域の方々の写真、絵画、陶芸、書道な

どの力作の他、河内小児童の絵画や工作、同小の先生や保

護者の方の陶工芸も展示。屋外では公民館のフラダンス教

室の「アイナフラ・アロハグループ」による華麗な踊りも

披露され、見物人から大きな拍手が送られました。

主催した河内公民館の根本伸之館長は「地域住民の趣味

の発表の場に、学校の子どもたちや先生など多くの方々の

協力が得られて嬉しい」と話してくれました。

【河内地区広報協力員より情報提供】
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大 谷 一 仁 さん（金井町）

Otani  KatsuhitoOtani  Katsuhito

がんばってる若者   募集中！
　対象　市内で働いている若者
　　　　市外で働いている若者（市民に限ります）  
　  問　  情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

折り紙としんぶんしで、ちょうちんのおばけをつく

ったよ。折り紙をきれいにはるのが大変だったけど、

じょうずにできたでしょう？

夏祭りではぼくたち、わたしたちの太鼓に合わせて、

年中さん、年少さんのおともだちが、おみこしをワ

ッショイワッショイかつぐんだ！

「にじいろのさかな」の絵本をよんで、ペットボトル

やきらきらの折り紙で魚を作って、お部屋を水族館

にしちゃった！

大きいくじらもみんなで力を合わせてつくったよ。

くじらにのると、海の中をお散歩しているみたいで

いい気持ちだよ！

ちゃんちゃん

くんくん

ちゃんちゃん

ちゃんちゃん

ちゃん

くんくん

ちゃんちゃん

ちゃんちゃん

くんくん くんくん

畳
の
製
作
業
を
営
ん
で
、
私
で

５
代
目
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

の
で
、
畳
に
関
わ
っ
て
も
う
30
年

以
上
。
最
初
は
畳
を
作
る
機
械
の

製
造
、
そ
の
後
、
畳
た
た
み
ど
こ床
作
り
を
経

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
に
一
級
畳
製
作
技
能
士
、
職
業

訓
練
指
導
員
等
の
資
格
も
取
得
し

ま
し
た
。

畳
は
、
そ
の
部
屋
の
間
取
り
や

構
造
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
や
深

さ
が
違
い
ま
す
。
い
か
に
平
ら

に
、
す
き
ま
が
な
い
よ
う
に
仕
上

げ
ら
れ
る
か
が
腕
の
見
せ
所
。
自

分
を
選
ん
で
く
れ
た
お
客
さ
ん
に

は
誠
心
誠
意
対
応
す
る
の
が
信
条

で
す
。
自
己
満
足
せ
ず
、
常
に
反

省
を
し
な
が
ら
も
、
完
成
し
た
と

き
に「
大
谷
さ
ん
に
頼
ん
で
良
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
と
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
畳
の
へ
り

を
使
っ
た
バ
ッ
グ
や
小
物
を
市
役

所
の
朝
市
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

出
品
。少
し
で
も
畳
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

い
ま
臨
時
的
に
70
歳
代
後
半
の

父
と
叔
父
に
仕
事
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
働
き
ぶ

り
は
「
す
ご
い
」
の
一
言
。
本
当

に
昔
の
人
は
働
き
者
で
す
。
今
の
日

本
そ
し
て
大
好
き
な
常
陸
太
田
が
あ

る
の
は
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
若
い
世
代
は
、
も
っ
と
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
頑
張

れ
る
は
ず
。
畳
屋
の
仕
事
は
厳
し
い

で
す
が
、
人
生
の
先
輩
を
見
習
い
な

が
ら
、
自
分
も
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。
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スタートスタート
ゴールゴール
スタート
ゴール

赤土町
2408-1

そば工房

２ １

３

４

５

６

に認定された「弁天様のもみじ」があります。通りを北に向かって歩いていくと、幾つもの蕎麦畑があり、畑で東京

からやってきて蕎麦を作っているという方と出会い、一緒に歩いていた地域の方と畑の手入れの仕方などで盛り上が

りました。また、少し山に入ると全国巨木フォーラムのパンフレットの表紙になった「万
まんばた
畑のカシ」に出会います。

推定樹齢 800年と言われる圧倒的な存在感に、パワースポットのような不思議な感覚を受けます。
　山から見下ろす景色も絵葉書のようにきれいなものばかりで、季節によりその姿を変化させていきます。2時間ほ
どかけて 5キロのコースを「そば工房」まで戻ってくると適度にお腹が空いて、旨い蕎麦を食べたくなること請け合
いです。

発行　常陸太田市 /編集　情報政策課 〒 313-8611常陸太田市金井町 3690
  ☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　

＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます

　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介

していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩

いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介

していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩

いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介

していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩

いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介

していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩

いてみませんか。

表紙に

よせて

8月 14日に鯨ケ丘（東一・二・三町）で盛大に開催された、「がんばってます常陸太田夏祭り」。祭り会場に詰め掛けた大
勢の観客の中を、威勢のいい掛け声と共に市民みこし同好会「鶴龍会」の神輿が進みます。担ぎ手の掛け声と観客の声援

が真夏の夜に響き渡り、祭り会場には常陸太田の元気が溢れかえっていました。

　今回は、「赤土町」を歩いてみました。「赤土」

と言えば、やはり蕎麦です。赤土町の真ん中に「そ

ば工房」があり、大勢のお客さんで賑わっています。

　今回、この「そば工房」から出発しました。駐

車場を出てすぐに、エコミュージアム活動でお宝

① なんと言って
も「常陸秋そ
ば」が旨い！
「そばと長寿
のイス」があ
り、座ると長
生きするそう
です！

エコミュージアム
活動でお宝に認定
されました。途中
の川がけっこう深
く、橋を渡るのに
ドキドキ

蕎麦の季節には白
い花が、春にはク
リムソンクローバ
ーの赤い花が咲き
ます。周りの農家
の乾燥場とマッチ
してそれぞれの季
節にまた来たくな
ります。

昔、西金砂神社の
神事に使われてい
たそうです。また
平成 10年に整備
された桜が毎年き
れいに咲きます。

弁天様のもみじ弁天様のもみじ② 

そば畑と乾燥場そば畑と乾燥場③ 

岩井戸跡と桜並木岩井戸跡と桜並木④ 
万万
まんばたまんばた

畑畑のカシのカシ⑤ 

ビュースポットビュースポット⑥ 

エコミュージアム活動で新た
に発見された巨木。源頼朝が
金砂城攻めのとき、山頂に万
本の旗を立てたことから万畑
の名がつきました。このカシ
は 10月に行われる全国巨木
フォーラムのパンフレットの
表紙を飾ります。

山道に入るとかなりの急
勾配となるが、登るだけ
の価値は十分にありま
す。空気が澄んでいる日
は日光連山まで見渡すこ
とができます。

弁天様のもみじ

そば畑と乾燥場

岩井戸跡と桜並木
万
まんばた

畑のカシ

ビュースポット


